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【連結損益計算書】

2021年３⽉期 第2四半期の当社グループの
売上高は 3,140億円 前期比 24億円の増収、
営業利益は 110億円 前期比 4億円の増益です。

経常利益は 119億円 前期比 2億円の増益です。
親会社株主に帰属する当期純利益におきましては
減損損失の発生により減益となりました。
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【連結営業利益の増減要因の内訳（実績）】

乳製品セグメントでは、
家庭⽤商品の販売物量増加によりプラス11億円、
固定経費の減少によりプラス６億円など
トータルで前期比 13億円の大幅増益となりました。

飲料・デザート類セグメントでは、
宣伝促進費の減少によるプラス10億円があったものの
販売物量の減少によるマイナス13億円、
ロジスティックス費⽤を中心とした
オペレーションコストの増加によるマイナス８億円もあり
トータルで前期比 7億円の減益となりました。

飼料・種苗セグメントおよびその他セグメントは、
前年並みの結果でした。

結果として、全体では、前期比 4億円の増益、
当初の予想からは、16億円上回りました。
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【連結貸借対照表】

資産合計は 3,906億円 前期末比 202億円の増加です。
流動資産の増加プラス89億円は、
現⾦預⾦が 17億円、売上債権が 45億円 、たな卸資産が17億円
増加したことが主な要因です。

固定資産の増加プラス113億円は、
建設仮勘定の増加などにより、有形固定資産が 74億円増加したこと、
時価評価額の上昇により投資有価証券が35億円増加したことが
主な要因です。

流動負債は、1,208億円、前期末比 4億円増加
固定負債は 853億円、前期末比 132億円増加しました。
固定負債の増加は、⻑期借⼊⾦が 122億円増加したことが
主な要因です。

純資産合計は 1,845億円、前期末比 64億円の増加です。
株主資本等が 64億円増加したことが主な要因です。
なお、連結⾃⼰資本比率は 46.5％、
総資産の増加により前期末比で 0.8ポイント減少しました。
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【連結キャッシュ・フロー計算書】

営業活動によるキャッシュ・イン 96億円、
投資活動によるキャッシュ・アウト 157億円、
さらに財務活動によるキャッシュ・イン 78億円の結果、
現預⾦残高が17億円増加いたしました。
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【2021年3⽉期 セグメント別予想の修正（通期）】

通期の予想におけるセグメント別の売上高および
営業利益についてです。

上期実績を踏まえ、通期を⾒通した結果、合計値の変更はいた
しませんが、各セグメントの売上高、営業利益の修正を⾏いま
した。

乳製品セグメントおよび飼料・種苗セグメントは上⽅修正
飲料・デザート類セグメントおよびその他セグメントは
下⽅修正を⾏いました。



7

【修正後 セグメント別 売上高・営業利益（通期）】

修正後のセグメント別
通期の売上高、営業利益の前期比較です。

乳製品セグメントは、家庭⽤商品の好調により
増収・増益の⾒込みです。

飲料・デザート類セグメントは、下期で回復傾向にあるものの、
通期では減収・減益と⾒込んでおります。

飼料・種苗セグメントは、売上高、営業利益ともに
概ね前年並みです。

その他セグメントは、減収・増益を⾒込んでおりますが、
増益理由については、前年下期に⼦会社の⽕災によるマイナス影響
があったことなどによるものです。
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【連結営業利益の増減要因の内訳（通期予想）】

修正後の通期予想における営業利益の増減要因についてです。

乳製品セグメントでは、
家庭⽤乳製品の販売物量の増加などにより前期比17億円と
大幅な増益を⾒込んでおります。

⼀⽅、飲料・デザート類セグメントでは、
宣伝促進費の減少によりプラス10億円
⼀部商品の販売単価差 によりプラス９億円などがありますが
販売物量の減少によるマイナス18億円、
また、オペレーションコストの増加によるマイナス14億円があり
トータルでは前期比マイナス14億円と大幅な減益となる⾒込みです。

その他セグメントは
昨年の⼦会社での⽕災影響が無くなったことなどにより
前期比プラス６億円となっております。

セグメント合計では、当初予想どおり
前期比 10億円の増益としております。
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